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論文審査の要旨

変形性股関節症に対する術式に転子間骨切り術があるが、長期経過で関節症

が進行する例がある。そのような例に対しては再手術として人工股関節全置換

術を行うが、骨切り術により大腿骨近位が変形しており、既存のステムでは対

応できない。そこで申請者は、 CT 像を用いて作成されたカスタムメイドステム

にて人工股関節全置換術を行い、その長期成績を調査した。

術後 10 年以上経過した 32 関節を調査し、平均 13 年経過時点で、 Harris Hip 

Score は 82. 7 点で良好な臨床成績が得られていた。X 線学的評価でも人工関節

のゆるみを認めた例はなかったが、 44% に応力遮蔽が認められた。

カスタムメイドステムは大腿骨骨髄腔を三次元的に再現し、日本人の小さい

体型の骨切り術後の骨髄腔の異常な形態および狭い髄腔への対応が可能である。

このステムの製作方法は奈良医大で開発された技術で、オリジナリティーは高

いと考える。

この研究によりカスタムメイドステムの長期での有用性が証明されたとい

え、整形外科学の発展につながる有意義な研究であると評価され、医学博士の

学位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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